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@じんけん@じんけん人権尊重都市鳥取市の実現をめざして
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犯罪被害にあわれた人やそのご家族・ご遺族のために
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罪
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あ
る
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こ
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な
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あ
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２
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身
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財
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直
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被
害
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身
体
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産
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直
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被
害
だ

け
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な
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被
害
後
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生
じ
る
周

け
で
な
く
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被
害
後
に
生
じ
る
周

囲
の
無
理
解
や
心
無
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言
葉
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精

囲
の
無
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解
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無
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言
葉
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精

神
的
シ
ョ
ッ
ク
に
起
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す
る
心
身

神
的
シ
ョ
ッ
ク
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起
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す
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変
調
、
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
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変
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捜
査
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過
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け
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け
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負
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な
ど
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的
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メ
デ
ィ
ア
に
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済
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困
窮
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デ
ィ
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プ
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イ
バ
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プ
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バ
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ー
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害
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被
害
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ら
れ
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れ
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。
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一
人
ひ
と
り
の
正
し
い
理
解

　
平
成

　
平
成
1616
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犯
罪
被
害
者
等
の

年
に
犯
罪
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害
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た
め
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推
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権
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益
の
保
護
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進
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権
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保
護
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罪
被
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め
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罪
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。
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罪
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さ
れ
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れ
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な
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あ
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ま
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６
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近
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れ
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れ
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会
の
実
現
に
向
け
、
社
会
全
体
で

会
の
実
現
に
向
け
、
社
会
全
体
で

犯
罪
被
害
者
等
に
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添
い
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犯
罪
被
害
者
等
に
寄
り
添
い
、
支

え
合
う
社
会
を
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く
っ
て
い
き
ま
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う
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本
市
は
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
ま
た
は
遺
族
（
以
下
「
犯
罪

被
害
者
等
」）
を
社
会
全
体
で
支
え
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
鳥
取
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
（
令
和
４
年
12
月
28
日
施
行
）。
今
回
は
、
犯
罪
被

害
者
等
の
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Vol.447

「いのちのパネル展」

鳥取市
犯罪被害者等
支援条例

◀�啓発リーフレット
を作成しました
（本市公式ウェブ
サイトに掲載）

麒
麟
の
ま
ち
圏
域

　

古
く
か
ら
、「
鳥
取
市
、
岩
美
町
、

若
桜
町
、
智
頭
町
、
八
頭
町
、
兵
庫
県

香
美
町
、
兵
庫
県
新
温
泉
町
」
の
１
市

６
町
は
、
地
理
的
、
歴
史
的
背
景
か
ら

一
体
的
な
生
活
圏
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
圏
域
に
伝
わ
る
歴
史
的
文
化

遺
産
「
麒
麟
獅
子
舞
」
に
ち
な
ん
で
、

平
成
27
年
か
ら
こ
の
圏
域
を
「
麒
麟
の

ま
ち
」
圏
域
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

連
携
中
枢
都
市
と
し
て

　
本
市
は
、
こ
の
圏
域
の
中
心
都
市
と

し
て
、
圏
域
の
各
町
と
連
携
し
、「
圏

域
全
体
の
経
済
成
長
の
け
ん
引
」、「
高

次
の
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
」、「
圏

域
全
体
の
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
を
図
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
社
会
に
お
い
て
も
活
力
あ
る
社
会
経

済
を
維
持
し
、
圏
域
全
体
の
持
続
的
な

発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

第
２
期
因
幡
・
但
馬
麒
麟
の
ま
ち 

連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

　
今
年
３
月
に
「
第
２
期
因
幡
・
但
馬

麒
麟
の
ま
ち
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
81
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

【
計
画
期
間
】
令
和
５
年
度
〜
９
年
度

【
圏
域
の
目
指
す
将
来
像
】

・�
地
域
の
資
源
や
特
徴
を
生
か
し
自
立

し
た
活
力
あ
る
圏
域

・�

都
市
機
能
が
充
実
し
、
快
適
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
圏
域

・�

交
流
が
盛
ん
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
圏
域

・
環
境
に
優
し
い
圏
域

・
若
者
に
魅
力
あ
る
圏
域

圏
域
目
標
人
口

　
24
万
３
２
０
０
人
（
令
和
７
年
国
勢

調
査
）

連携して行う主な事業（全 81 事業）
高次の都市機能の集積・強化 

（9 事業）
・�鳥取市夜間・休日急患診療所
の運営

・�公共交通機関のキャッシュレ
ス化の推進

圏域全体の生活関連機能
サービスの向上（44 事業）
・病児・病後児保育
・�新型コロナウイルスワクチン
接種の共同実施

・公立図書館の相互利用
・圏域への移住定住促進

鳥取市
八頭町

若桜町

香美町

新温泉町岩美町岩美町

智頭町 総面積：2,128km²
圏域人口：25万 3,874人
（令和2年国勢調査）

麒麟のまち圏域

第2期因幡・但馬麒麟のまち
連携中枢都市圏ビジョンの取り組みをスタート
問い合わせ先　本庁舎政策企画課（33 番窓口）

0857-30-8013   0857-20-3040

特　集

圏域全体の経済成長のけん引
（28 事業）
・�麒麟のまち関西情報発信拠点
（大阪市北区中之島）でのエ
リアプロモーションの推進

・�地域連携DMO「麒麟のまち
観光局」の支援

・�日本遺産・麒麟獅子舞を生か
した圏域の活性化
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